
関東森林管理局
前橋市岩神町4-16-25
TEL (027)210-1158
FAX (027)210-1159

http://www.kanto.kokuyurin.go.jp/

広報「関東の森林から」は、日本の森林を育てるため間伐材を使用しています。

私の視点
「山に思う」

福島県東白川郡塙町 町長 池 基 文 氏
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草津白根山の初秋
( 群馬県吾妻郡草津町）

（撮影：吾妻森林管理署 湯田 六男）

美しい森林づくり
第二回国有林野事業見学会を開催

 指導普及課課長補佐 星 野 良 二 



美
し
い
森も

林り

づ
く
り

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林
・
林
業
、

国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進

国
民
運
動
」
に
資
す
る
た
め
、
国
有
林
野

事
業
見
学
会
を
５
月
・
８
月
・
10
月
の
計

三
回
、
計
画
・
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で 

す
。第

二
回
目
は
、
８
月
３
日
（
日
）
に
「
コ

マ
ク
サ
の
お
花
畑
を
見
よ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
草
津
本
白
根
山
で
高
山
植
物
観
賞
を

て
い
た
だ
き
、
表
に
は
花
の
写
真
と
「
森

を
大
切
に
」、
裏
に
は
「
山
に
ゴ
ミ
を
捨
て

な
い
、
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
ろ
う
」
と
記
載
さ

れ
た
し
お
り
を
、
道
行
く
登
山
者
に
配
っ

て
い
た
だ
き
、
植
物
の
保
護
や
山
の
美
化

に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

下
山
後
、
参
加
者
の
方
か
ら
、「
森
林
管

理
局
や
森
林
管
理
署
が
、
こ
の
よ
う
に
保

護
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
」「
今
後
も
国
有
林
の
皆
さ
ん
に
こ
の
大

切
な
植
物
た
ち
を
守
っ
て
欲
し
い
」
と
い
っ

た
声
を
い
た
だ
き
、
事
業
見
学
会
を
行
っ

た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

早
速
現
地
へ
向
か
い
出
発
、
局
署
の
職

員
が
解
説
を
行
い
つ
つ
、
シ
ラ
ビ
ソ
、
ト

ウ
ヒ
と
い
っ
た
亜
高
山
帯
で
目
に
す
る
樹

木
や
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
タ
ケ
シ
マ
ラ
ン
、

ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
な
ど
の
植
物
に
つ
い
て
観
察

し
な
が
ら
遊
歩
道
を
進
み
ま
し
た
。

出
発
し
て
か
ら
約
30
分
後
、
コ
マ
ク
サ

の
群
生
地
に
到
着
し
、
コ
マ
ク
サ
を
は
じ

め
ヒ
メ
シ
ャ
ジ
ン
、
ハ
ク
サ
ン
オ
ミ
ナ
エ

シ
、
ク
ロ
マ
メ
ノ
キ
な
ど
の
高
山
植
物
を

心
ゆ
く
ま

で
堪
能

し
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。ま

た
、

参
加
者
の

皆
さ
ん
に

協
力
を
し

行
い
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
16
名
で
、
86
歳
の
方

も
お
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
移
動
の
バ
ス
内
で
局
職
員

よ
り
森
林
・
林
業
、
国
有
林
野
事
業
の
説

明
を
行
い
、
現
地
本
白
根
山
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
前
で
は
、
吾
妻
署
長
よ
り
群
馬
県
唯
一

の
コ
マ
ク
サ
自
生
地
で
あ
る
本
白
根
山
に

お
け
る
コ
マ
ク
サ
の
保
護
の
歴
史
と
、
現

在
も
行
わ
れ
て
い
る
地
元
の
方
々
と
吾
妻

署
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
保
護
活
動
に

指
導
普
及
課
課
長
補
佐

星
野

良
二

第
二
回
国
有
林
野
事
業
見
学
会
を
開
催

署長から現地の説明

樹皮に触れて、シラビソ・オオシラビソ・
トウヒ・コメツガの違いを実感

可憐に咲くコマクサ

地元の方々の努力により回復しつつあるコマクサの群生

参加した皆さんと記念撮影
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赤谷プロジェクト近況報告赤谷プロジェクト近況報告

赤谷森林環境保全ふれあいセンター

「第３回ムタコの日」の開催	
 「赤谷の森」の法師沢・ムタコ沢エリア（エリア3）は、地域の水源・温泉源を育んでいる森林が広がってい
る区域で、水源の森としての機能回復を目標としているエリアです。
このため8月3日（日）、エリア内を流れる重要な水源であるムタコ沢及び周囲に広がる森林の重要性について、
地域住民の皆様により深い理解をして頂くため、昨年度に引き続き赤谷プロジェクト地域協議会が中心となっ
て、「ムタコの日」が開催され、地域住民を中心に40人近くが参加しました。
当日は自然観察会と森林再生講座の2部構成で、自然観察会では赤谷プロジェクト植生管理ワーキンググルー
プ委員の長島成和さんから、森林土壌と森林の水源かん養機能について、実際に土に水を染み込ませたり、土を
土色帳と比較し、土の色からムタコ沢の森林土壌の特徴を分析するなどの講義がありました。また、赤谷プロジェ
クト自然環境保全モニタリング会議委員である国士舘大学の中井達郎さんからは、森と水循環についての解説が
ありました。
森林再生講座では、赤谷センター職員がカラマツ林の保育作業を指導しました。昨年度実行した隣接箇所とこ
れから作業する箇所を比較し、間伐の重要性についてなどを解説しました。
普段は刃物さえ持ったことがない

方も多く、思うようにカラマツを伐
倒できない場面もありましたが、木
が倒れるたびに歓声が沸き起こり、
楽しく作業を行っていました。
赤谷センターでは、今後もこのよ

うな取組に協力を行い、地域住民の
森林環境保全への関心を高めていき
たいと考えております。

環境教育関東ミーティングについて	
環境教育関東ミーティングは、関東周辺で環境教育活動に取り組む

関係者が環境教育に関する情報共有・研修・交流する機会として、平成
16年度から開催され、今年で5年目になります。
今年度は、「環境教育関東ミーティング2008・AKAYA」実行委員会
が主催、関東森林管理局等が共催し、「多様な自然の気づき方、伝え方、
エコツーリズムへのつなげ方～生物多様性の保全活動と環境教育活動を
考える～」をテーマに、11月28日（金）から30日（日）に開催される
予定です。
実行委員会には、赤谷センター職員も実行委員として企画・立案段階

から参加し、地元みなかみ町との調整など様々な準備を行っております。
7月21日（月）には、赤谷センター職員が会場予定地であるみなかみ

町の旧猿ヶ京小学校に実行委員の方々を案内し、現地視察を行いました。
現地では、全体会や分科会の会場設定、参加者の動線、受付場所の決

定等について幅広く検討を進めました。
また、当日のプログラムに予定している現地エクスカーション（視察・
巡視）の候補地として、旧三国街道周辺を案内し、プログラムの構成に
ついても検討しました。
この環境教育関東ミーティングについては、詳細が決まりましたら、

お知らせしていきたいと考えております。 実行委員会メンバーで現地検討

ノスタルジックな会場予定の旧猿ヶ
京小学校

センター職員による間伐指導森と水循環についての解説

関東森林管理局(� ) 平成20年 9 月 1 日 第 54 号



［
利
根
沼
田
署
］
６
月
24
日
（
火
）、「
奥
利

根
水
源
の
森
」
に
お
い
て
、
み
な
か
み
町

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
主
催
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
の
清
掃
活
動
が
行

わ
れ
、
当
署
は
、
後
援
団
体
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

奥
利
根
水
源
の
森
に
は
９
コ
ー
ス
の
遊

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

そ
の
う
ち
７
コ
ー
ス
の
遊
歩
道
を
対
象
と

し
、
当
署
職
員
の
案
内
に
従
い
な
が
ら
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
86
名
の
参
加

者
は
小
さ
な
ゴ
ミ
も
見
逃
さ
ず
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
お
昼
に
は
み
な
か

み
町
商
工
会
の
提
供
で
山
菜
汁
も
ふ
る
ま

わ
れ
、
肌
寒
さ
の
な
か
体
を
温
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

奥
利
根
水
源
の
森
は
、
利
根
川
の
支
流

で
あ
る
湯
ノ
小
屋
川
の
源
流
部
に
位
置
し
、

標
高
１
、０
０
０
㍍
か
ら
１
、４
０
０
㍍
、

面
積
６
０
７
㌶
の
ブ
ナ
の
森
で
、
首
都
圏

の
水
が
め
と
な
っ
て
い
る
国
有
林
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
美
し
い
森

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
企
画

を
今
後
も
行
っ
て
ほ
し
い
。」
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
、
今
後
も
積
極
的
に
国
有
林
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。（森

林
ふ
れ
あ
い
係
長

江
上
麻
里
子
）

［
村
上
支
署
］
７
月
26
日
（
土
）、「
お
お
い

し
ダ
ム
湖
畔
ま
つ
り
」
が
関
川
村
の
大
石

ダ
ム
で
開
催
さ
れ
、
当
支
署
を
含
む
多
く

の
機
関
・
団
体
の
参
加
に
よ
っ
て
、
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
石
ダ
ム
竣
工
30
周
年
と
な
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
に

ち
な
ん
で
、
森
林
や
ダ
ム
・
河
川
な
ど
の

重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
関
心
を
高
め
、

理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
森
林
や
湖
に

親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
い
に
く
当
日
は
、
不
安
定
な
天
候
で

し
た
が
徐
々
に
回
復
し
、
訪
れ
る
人
々
も

多
く
な
っ
て
、
当
支
署
の
火
起
こ
し
体
験
、

森
林
ク
イ
ズ
、
し
お
り
作
り
の
各
コ
ー
ナ

ー
は
、
訪
れ
た
親
子
連
れ
や
子
供
た
ち
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
新
た
に
、
間
伐
材
利
用
促
進
の

一
環
と
し
て
、
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
も

行
い
、
金
づ
ち
が
空
く
ま
で
順
番
待
ち
と

な
る
程
の
盛
況
と
な
る
な
ど
、
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
大
好
評
の
う
ち
に
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

（
業
務
課

杉
山
茂
人
）

［
上
越
署
］
７
月
24
日
（
木
）、
上
越
流
域
森

林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
主
催
、
上
越

森
林
管
理
署
共
催
に
よ
り
、
当
署
の
生
産

事
業
地
五
万
戸
国
有
林
（
妙
高
市
）
に
お

い
て
、
関
係
者
33
名
が
参
加
し
て
「
地
域

の
ス
ギ
を
考
え
る
現
地
研
修
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

本
研
修
会
は
、
流
域
林
業
の
活
性
化
や

需
要
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
有
利
販
売
等
に

努
め
て
い
る
当
署
と
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

材
で
あ
る
越
後
杉
の
需
要
拡
大
に
努
め
て

い
る
新
潟
県
上
越
地
域
振
興
局
、
上
越
流

域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
協
力

し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

当
署
か
ら
、
素
材
販
売
計
画
等
を
説
明

し
た
後
、
伐
採
現
場
に
お
い
て
、
新
潟
県

森
林
組
合
連
合
会
木
材
共
販
課
か
ら
、
現

在
の
市
場
の
動
向
や
有
利
販
売
に
繋
が
る

採
材
技
術
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
試
験
伐
倒
し
た
５
本
の
採
材
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
が
、
ス
ギ
人

工
林
１
０
０
年
生
と
い
う
事
で
、
例
年
に

な
く
熱
の
こ
も
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
署
で
は
、
無
垢
の
ま
ま
で
も

虫
が
付
か
ず
、
腐
っ
た
り
も
し
な
い
と
言
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平
成
20
年
度

 
地
域
の
ス
ギ
を
考
え
る

現
地
研
修
会

盛んに意見交換をする参加者たち

大人気のしおり作りコーナー
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専
門
官
）
が
新
潟
県
の
要
請
を
受
け
講
義

を
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
治
山
事
業
所
担
当
者
よ
り
「
中

越
地
区
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
」
の
全

体
計
画
と
現
在
ま
で
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
概
況
説
明
し
た
後
、
地
す
べ
り
防
止
区

域
６
地
区
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
現
地
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

各
地
区
の
特
徴
の
あ
る
施
工
方
法
や
平

成
19
年
度
末
で
概
成
と
な
っ
た
２
地
区
に

つ
い
て
、
今
年
度
は
効
果
判
定
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
受
け
新
潟
県
に
引
継
ぎ

す
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
各
地
区
に
お
い
て
、
熱
心

に
質
問
や
意
見
等
が
あ
り
有
意
義
な
研
修

と
な
り
、
研
修
初
日
を
終
了
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
新
潟
県
治
山
担
当
職
員
の

み
で
、
荒
廃
渓
流
の
復
旧
計
画
調
査
や
設

計
等
の
現
地
研
修
が
滝
之
上
地
区
に
お
い

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
越
山
地
災
害
復
旧
対
策
室

佐
藤
量
司
）

わ
れ
る
新
月
伐
採
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
参
加
者
か
ら
も
興
味
深
い
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
流
域
管
理
調
整
官

山
下

聡
） 

［
天
竜
署
］「
国
民
の
森
林
ク
リ
ー
ン
月
間
」

の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
７
月
29
日
（
火
）、

三
ヶ
日
森
林
事
務
所
部
内
の
本
坂
国
有
林

内
の
旧
国
道
３
６
２
号
沿
い
で
ク
リ
ー
ン

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
元
の
三
ヶ
日
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
や
本
坂
自
治
会
、
林
業
事
業
体
な

ど
の
協
力
を
得
る
中
、
当
署
現
場
職
員
の

応
援
も
含
め
約
40
人
が
参
加
し
、
二
班
に

分
か
れ
て
約
２
．
７
㌔
㍍
の
コ
ー
ス
を
約
２

時
間
か
け
て
ゴ
ミ
の
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
テ
レ
ビ
や
じ
ゅ
う
た

ん
な
ど
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
が
多
く
捨
て
ら

れ
て
お
り
、
悪
質
だ
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
炎
天
下
の
中
、
地
元
と
連

携
し
て
の
作
業
に
快
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

回
収
し
た
ゴ
ミ
は
、
三
ヶ
日
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
処
分
場
に
運

び
込
み
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
聞
で
も

報
道
さ
れ
て
お
り
、
地
元
と
連
携
し
て
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。  

（
広
報
連
絡
官

藤
原
寿
昭
）

［
山
梨
所
］
甲
府
自
然
休
養
林
保
護
管
理
協

議
会
（
会
長

宮
島
雅
展
甲
府
市
長
）
は
、

８
月
１
日
（
金
）
に
甲
府
市
街
地
北
部
に

所
在
す
る
甲
府
自
然
休
養
林
内
の
歩
道
整

備
や
草
刈
り
等
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
同

協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、
山
梨

県
や
甲
府
市
な
ど
の
関
係
機
関
、
相
川
地

区
及
び
千
代
田
地
区
の
地
元
自
治
会
、
事

務
局
を
努
め
る
山
梨
森
林
管
理
事
務
所
か

ら
総
勢
24
名
が
参
加
し
、「
要
害
山
」
入
り

口
か
ら
山
頂
ま
で
の
歩
道
約
９
０
０
㍍
の

整
備
と
草
刈
り
、
ゴ
ミ
拾
い
等
を
行
い
ま

し
た
。

 

「
要
害
山
」
は
「
武
田
信
玄
」
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
変
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
を
訪
れ
た
方
々
が
、
甲
府
自
然

休
養
林
を
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
清
掃
活
動
の
参
加
者
は
猛
暑
の
中
、

一
所
懸
命
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
業
務
調
整
官

柴
﨑
雄
一
）

［
中
越
署
］
７
月
31
日 （
木
） 

か
ら
８
月
１
日

（
金
）
の
２
日
間
、
新
潟
県
農
林
水
産
部
治

山
課
主
催
に
よ
る
県
治
山
担
当
職
員
27
名

の
基
礎
研
修
が
当
署
地
す
べ
り
防
止
事
業

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

片
桐
新
潟
県
治
山
課
長
補
佐
の
あ
い
さ

つ
の
後
、「
中
越
地
区
直
轄
地
す
べ
り
防
止

事
業
の
実
施
状
況

地
震
起
因
の
崩
壊
特

性
に
対
応
し
た
復
旧
事
例
」
に
つ
い
て
、

昨
年
度
の
治
山
研
究
発
表
会
で
発
表
を

行
っ
た
松
井
前
中
越
災
害
対
策
室
長
（
現

関
東
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
災
害
調
整 要害山山頂広場の草刈り
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携
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ゴ
ミ
回
収
に
汗

妙見地区についての説明を聴く県職員
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甲
府
自
然
休
養
林
保
護
管
理

協
議
会
が
清
掃
活
動
を
実
施

回収した家庭ゴミ
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新
潟
県
治
山
担
当
職
員
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
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て
い
た
だ
い
て
い
る
地
元
の
方
の
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
一
年
経
っ
た

今
で
も
全
て
を
歩
け
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
多
く
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
秩
父
山
地
の
自
然
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
秩
父
山
系
に
は
豊
か
な
自

然
が
保
た
れ
て
い
る
が
、
シ
カ
の
食
害
が

激
し
く
草
本
や
樹
木
ま
で
も
被
害
を
受
け

て
い
て
、
早
急
な
対
策
が
必
要
な
状
況
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
地
区
を
決
め
、
食
害

防
止
の
た
め
保
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
実
行
と
と
も

に
、
こ
の
状
況
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

じ
め
地
元
住
民
の
方
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

本
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
前
記
の
と
お
り
管
内
に
は
多
く
の

入
山
者
が
あ
り
、
転
落
等
の
事
故
も
発
生

し
て
い
る
状
況
か
ら
、
平
成
20
年
度
よ
り

地
元
の
方
を
保
護
監
視
員
に
委
嘱
し
、
危

険
箇
所
の
早
期
発
見
や
入
山
者
へ
の
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
事
故
防
止
と

自
然
環
境
の
保

護
の
た
め
チ
ラ

シ
を
登
山
者
へ

配
布
す
る
等
の

活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
も
う

と
思
い
ま
す
。

境
界
の
管
理

は
、
境
界
標
が

奥
深
い
山
地
に

多
い
た
め
、
臨

時
職
員
と
な
っ

管
内
は
、
約
七
割
を
原
生
的
な
森
林
が

占
め
て
い
て
、
貴
重
な
野
生
動
植
物
が
生

息
・
生
育
す
る
な
ど
、
多
様
な
森
林
生
態

系
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年

度
か
ら
平
成

16
年
度
に
か

け
て
、
奥
秩

父
山
系
の
雲

取
山
か
ら
甲

武
信
岳
、
三

国
山
を
経
て

天
丸
山
に
至

る
44
㌔
㍍
に

お
よ
ぶ
「
秩

父
山
地
緑
の

回
廊
」
踏
査

当
森
林
事
務
所
は
、
荒
川
の

源
流
が
流
れ
る
埼
玉
県
西
部
の

秩
父
市
大
滝
地
区
に
位
置
し
、

標
高
２
、４
８
３
㍍
の
三
宝
山

を
最
高
に
、
２
、０
０
０
㍍
を

越
え
る
嶺
々
に
囲
ま
れ
た
、
約

９
、８
０
０
㌶
の
国
有
林
を
管

理
し
て
い
ま
す
。

都
心
か
ら
比
較
的
近
く
甲
武

信
岳
、
雁
坂
峠
な
ど
へ
の
登
山

者
、
十
文
字
峠
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
景
勝
地

「
中
津
峡
〈
金
蔵
沢
（
き
ん
ぞ
う
ざ
わ
）
の

滝
や
大
カ
ツ
ラ
〉」
を
見
に
来
る
観
光
客
や

釣
り
人
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

埼
玉
森
林
管
理
事
務
所  

大
滝
森
林
事
務
所

  

森
林
官

平

塚

正

治
金蔵沢の滝

緑の回廊（甲武信岳周辺）

シカによる食害

緑の回廊（看板設置）

金
蔵
沢
の
歩
道
沿
い
に
設
置
し
た
樹
名
板
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打
ち
、
間
伐
に
よ
る
整
然
と
し
た
木
姿
、

山
肌
に
射
す
木
漏
れ
日
、
精
気
が
漲
る
山

の
光
景
は
、
私
た
ち
に
勇
気
と
元
気
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

又
、
私
た
ち
の
町
に
は
、
高
城
小
学
校

緑
の
少
年
団
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

少
年
団
の
活
躍
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
は
、
熊
本
県
で
開
催
さ
れ

た
第
31
回
全
国
育
樹
祭
に
出
場
す
る
栄
冠

を
手
中
に
し
、
東
北
代
表
と
し
て
堂
々
と

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
発
表
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
う
れ
し
い

事
は
、「
緑
を
愛
し
、
親
し
み
、
こ
の
美
し

い
ふ
る
里
を
守
り
育
て
る
」
と
い
う
、
こ

の
子
供
た
ち
の
誓
い
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
大
人
が
、
緑
に
親
し
み
、
力
を

合
わ
せ
て
緑
を
守
り
育
て
、
祖
先
か
ら
の

贈
り
も
の
で
あ
る
山
を
大
切
に
す
る
、
魚

が
住
め
る
よ
う
に
き
れ
い
な
川
を
守
る
。

そ
し
て
、
上
流
に
住
む
人
も
下
流
に
住
む

人
も
、
互
い
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く

循
環
す
る
環
境
を
守
り
合
う
こ
と
が
、
誓

い
合
う
素
晴
ら
し
い
子
供
達
の
未
来
に
希

望
を
託
す
こ
と
で
あ
り
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
も
、
塙
町
の
中
央
に
立
つ
羽

黒
山
に
里
山
を
作
り
、
身
近
に
山
や
森
林

の
大
切
さ
を
教
え
・
守
り
、
四
季
の
移
り

変
わ
り
を
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

 

「
山
が
荒
れ
れ
ば
、
里
が
荒
れ
、
里
が
荒

れ
れ
ば
、
人
の
心
も
荒
れ
る
」
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
も
良
し
と
は

す
る
が
、「
森
林
は
、
地
球
を
救
う
」
の
合

い
言
葉
を
、
自
然
環
境
の
保
全
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
、
森
林
環
境
教
育
の
心
柱
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
緑
豊
か
な
「
ふ

る
里
」
塙
町
に
生
ま
れ
育
っ
て
き
ま
し
た
。

清
き
久
慈
川
の
流
れ
、
溢
れ
る
程
の
緑

な
す
環
境
は
、
多
く
の
人
々
の
心
を
和
ま

し
て
く
れ
ま
す
。

公
務
で
上
京
す
る
際
に
い
つ
も
思
う
こ

と
は
、
都
会
で
は
感
じ
る
こ
と
が
少
な
い

四
季
の
移
り
変
わ
り
で
あ
り
ま
す
。
帰
り

の
新
幹
線
が
福
島
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

山
が
見
え
田
園
風
景
が
目
に
入
る
と
き
、

強
く
我
が
「
ふ
る
里
」
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
度
に
「
春
に
は
百
花
有
り
、
秋
に

は
月
有
り
、夏
に
涼
風
有
り
、冬
に
雪
有
り
」

の
日
本
の
原
風
景
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て

行
き
た
い
と
意
を
強
く
す
る
も
の
で
あ
り

視の
私
点視
の
私
点

福
島
県
東
白
川
郡
塙
町  

町
長

 

池  

基 

文

「
山
に
思
う
」

ま
す
。

今
、
地
球
全
体
の
自
然
環
境
が
猛
ス
ピ

ー
ド
で
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
現
れ
と
し

て
地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
、

一
刻
も
早
い
取
組
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

家
庭
・
企
業
を
含
め
た
努
力
を
期
待
し
な

が
ら
、
私
た
ち
は
、
里
山
づ
く
り
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
を
車
で
移
動
中
、
手
入
れ

の
行
き
届
い
た
美
し
い
山
を
見
る
と
つ
い

車
を
止
め
て
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
枝 塙町の中心部より羽黒山を望む

執筆者 塙町長 池基文

町立高城小学校緑の少年団のボランティア活
動の様子

町民ボランティア活動の様子
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第
22
回
関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
野
管

理
審
議
会
（
淵
上
勇
次
郎
会
長　

高
崎
商

科
大
学
学
長
）
が
、
８
月
５
日
（
火
）、
局

大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
３
件
の
土
地
売

り
払
い
事
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
も
「
議
案
書
の
方
針
の
と
お
り

処
理
す
る
こ
と
が
至
当
で
あ
る
」
と
の
答

申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
審
議
終
了
後
、
当
局
計
画
部
長
よ

り
、
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
、

関
東
森
林
管
理
局
に
お
け
る
取
組
事
例
及

び
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
説
明

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

諮
問
議
案
は
次
の
と
お
り
。

︹
第
１
号
議
案
︺
新
潟
県
南
魚
沼
市
舞
子

字
大
原
１
、８
１
９
‐
１
１
８
の
付
属
地

（
中
越
森
林
管
理
署
塩
沢
苗
畑
跡
地
）
約

１
０
９
、２
１
０
平
方
㍍
を
売
り
払
う
も
の

︹
第
２
号
議
案
︺
群
馬
県
前
橋
市
岩
神
町
四

丁
目
８
９
３
‐
１
の
敷
地
（
関
東
森
林
管

理
局
駐
車
場
の
一
部
）
約
２
、０
０
０
平
方

㍍
を
売
払
う
も
の

︹
第
３
号
議
案
︺
群
馬
県
前
橋
市
上
小
出
町

一
丁
目
８
‐
16
の
敷
地
（
関
東
森
林
管
理

局
旧
合
宿
所
み
や
ま
荘
）
約
１
、３
８
０
平

方
㍍
を
売
払
う
も
の

　

吾
妻
森
林
管
理
署
管
内
に
は
多
く
の
分

収
造
林
地
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
際

立
っ
て
い
る
の
が
大
戸
森
林
事
務
所
部
内

の
三
島
地
区
で
す
。

　

１
林
班
が
全
て
分
収
造
林
地
（
旧
部
分

林
）
に
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

　

契
約
者
の
三
島
山
部
分
林
組
合
は
歴
史

が
古
く
、
一
回
目
の
植
林
が
明
治
42
年
、

二
回
目
が
昭
和
30
年
代
の
植
林
で
、
現
在

２
２
０
㌶
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
１
８
０
㌶
が
今
後
５
年
間
で
伐
期
を

迎
え
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
昭
和
35
年
に
大
勢
で
そ

れ
ぞ
れ
が
苗
木
袋
を
背
負
っ
て
植
付
を
し

て
い
る
様
子
で
す
。
急
な
傾
斜
地
で
当
時

の
大
変
な
作
業
風
景
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

前
生
樹
は
ス
ギ
の
47
年
生
で
、
胸
高
直

径
76
㌢
㍍
、
樹
高
27
㍍
と
い
う
写
真
も

残
っ
て
お
り
、
部
分
林
組
合
で
は
、
保
育

を
し
っ
か
り
行
っ
て
き
た
証
で
も
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　

昭
和
30
〜
40
年
代
に
か
け
て
は
、
各
地

で
部
分
林
契
約
が
行
わ
れ
、
今
後
伐
採
の

時
期
を
迎
え
て
き
ま
す
。
当
署
に
お
い
て

も
、
現
在
の
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
か
ら

契
約
の
延
期
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
長
い
年
月
を
か
け

て
大
切
に
育
て
て
こ
ら
れ
た
山
々
が
、
地

元
に
還
元
で
き
る
価
格
で
販
売
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
吾
妻
署  
大
戸
森
林
官  

石
栗
英
人
）

発
行
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一枚の写真

分収造林地（旧部分林）の植付風景 を
行
い
、
委
員
か
ら
は
、
山
村
振
興
、
国

産
材
の
利
用
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の

国
有
林
野

管
理
審
議
会
を
開
催

（
注
） 

分
収
造
林 

（
部
分
林
） 

と
は
!!

　

国
有
林
野
に
国
以
外
の
方
が
植
付
を
し

て
、
契
約
期
間
が
満
了
（
最
高
80
年
）
し

た
時
に
育
て
た
立
木
を
販
売
し
、
そ
の
収

益
を
国
と
契
約
者
が
一
定
の
割
合
で
分
け

る
こ
と
を
定
め
た
林
野
で
す
。

　

当
初
は
、
国
有
林
野
所
在
地
の
住
民
の

福
祉
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
来
ま
し
た

が
、
昭
和
58
年
後
半
か
ら
、
緑
資
源
の
確

保
に
対
す
る
国
民
的
要
請
が
高
ま
り
、
広

く
都
市
住
民
を
も
対
象
と
す
る
「
国
民
参

加
の
森
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
推
進
し

て
い
ま
す
。

挨拶をする淵上会長

国有林野管理審議会
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